
　　　　

2025 年 2 月 3 日

平日

学校休日

13

9
時

30

30
分から

17

16
時

30

00
分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケーション

人間関係

社会性

主な行事等

・学休日には他エリアの大きな公園での活動、買い物実践、季節ごとの催し物、高齢者デイサービスでの交流、就労支援事業所での体験学習など、様々なイベントを行なっています。

（別添資料１）

家族支援

・送迎時に情報の共有、また個別支援計画書を作成するためのアセスメントを

行いながら、サポートをしていきます。 移行支援

・担当者会議に参加する等、他事業所との情報共有を行いながら一人

ひとりに合わせた個別のサポート行います。

地域支援・地域連携

・各学校との情報共有や他事業所や相談支援員との情報交換をすることで、

連携を深めていきます。 職員の質の向上

・様々な研修への参加をしています。

・資格取得の試験の促しを行っています。

支　援　内　容

・来所後には手洗いやうがい、検温をすることで、感染症対策と健康状態の維持や把握を行います。

・レクリエーションや体を動かした遊びでストレスの発散や生活リズムを整えます。

・段ボールや牛乳パックなど、身近にあるものを用いて感覚遊びを提供し、様々な感触に親しみが持てるように支援します。

・手指や体幹トレーニングを実施します。

本

人

支

援

・スケジュールや視覚支援を用いて見通しを持たせ、安心感を提供します。

・小さな目標を設定し、達成することで自己肯定感を育みます。

・パズル・分類遊び・推理ゲームを通じて考える力を伸ばします。

・個別に発音練習や語彙力向上を支援し、感情表現や自己主張の練習を行います。

・絵カードを使った会話の練習やお友達と一緒に挨拶や簡単な会話を行い社会的なスキルを向上させます。

・非言語的コミュニケーション（ジェスチャーや表情）も取り入れ、総合的な支援を提供します。

・集団遊びや共同作業を通じてコミュニケーション能力を育みます。

・挨拶や順番を守る練習や気持ちを言葉で伝えるトレーニングを行い、対人関係のスキルを向上させます。

・SSTを活用して場面に合わせた行動や言動を学び、相手の気持ちを理解する力も養うことで思いやりや協調性を身につけます。

支援方針
お子さまの個性を尊重し、安心できる環境で成長を支援します。生活スキルや社会性を育み、お友だちと遊びや活動を通じて協調性を学びます。

家ではできない体験を提供して新しい挑戦の機会を大切にします。親御さんとも連携して不安に寄り添いながら、学校や地域と協力し笑顔あふれる未来を創ります。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
個々に合ったプログラムをそれぞれのペースで

お子さまの“成長”をじっくりとサポートします。

事業所名 放課後等デイサービスジュン　とつか 作成日支援プログラム（参考様式）


